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集中治療領域におけるクラウドファンディングの活用：筋萎縮ゼロプロ
ジェクトとアンケート調査

中 西 信 人１），小 出 静 代２），橋 爪 太２），大 藤 純１）

１）徳島大学病院救急集中治療部
２）一般社団法人大学支援機構
（令和２年８月２７日受付）（令和２年９月１６日受理）

近年研究費の確保は容易ではなく，特に若手研究者に
は深刻な問題である。そこでわれわれは筋萎縮ゼロプロ
ジェクトというクラウドファンディングを行い２ヵ月で
約２５０万の研究費支援を得た。筋萎縮ゼロプロジェクト
は集中治療室に入室する重症患者の筋萎縮の原因・診
断・予防に関する研究の取り組みである。クラウドファ
ンディング運営機構のアンケート調査（全プロジェクト
対象）ではお礼が魅力的と感じて寄付した方は５％であ
り，研究内容や取り組みに共感を覚えたと答えた方が約
半数を占めた。筋萎縮ゼロプロジェクトでも研究が果た
す社会的役割の理解を得られたと考えられる。クラウド
ファンディングを通じて研究費確保のみならず集中治療
領域への理解も深めていきたい。

背 景

近年本邦では大学の財政状況悪化が顕著であり，研究
費の確保が容易ではない。政府の国立大学法人運営費交
付金は２００４年から２０１５年にかけて約１２％（１，４７０億円）
削減された１）。研究に重要な役割を果たす科学研究費の
採択率は約２５％であり，特に業績の少ない若手研究者は
科学研究費のない状況で研究を行わないといけない２）。
このような状況の中，われわれは筋萎縮ゼロプロジェク
トというクラウドファンディングを行い，２ヵ月で約２５０
万（達成率：３０９％，支援者：９４人）の研究費を得た。
われわれの経験とクラウドファンディング運営機構のア
ンケートを分析して，集中治療領域におけるクラウド
ファンディング活用の可能性を検討する。

方 法

徳島大学の一般社団法人大学支援機構が運営する
OTSUCLE で２０１６年１１月から２０２０年５月までに支援者
に行ったアンケートを分析した。寄付者に行った選択式
のアンケート項目は以下の５項目である（複数回答・無
回答可能）：年齢，性別，支援の理由，支援したプロジェ
クトの種類，知ったきっかけ。回答は無記名であり，匿
名性は確保されている。

結 果

アンケート期間のクラウドファンディングは７１件（地
域貢献型３５，研究型２６，教育型１０）であり，回答率は２７％

（１１５４／４２２９人）であった。アンケート結果を表１に示す。

考 察

アンケートからクラウドファンディング成功へのいく
つかの要因が明らかとなった。まず寄付した理由として
は「研究内容や取り組みに共感を覚えた」が約半数を占
め，内容が重要であることが分かる。筋萎縮ゼロプロ
ジェクトが成功した理由としても内容の共感を得られた
と考えられる。筋萎縮ゼロプロジェクトの内容を紹介す
る。ICU に入室する重症患者は１週間で上肢が１３．２％‐
１６．９％，下肢が１８．８％‐２０．７％の筋萎縮をきたす３）。さ
らに人工呼吸器を使用する患者では約６０％の患者で横隔
膜や肋間筋の萎縮もきたす４）。このような筋萎縮評価に
は超音波が有効であるが，技術に左右されるため全施設
で可能ではない５）。そこでわれわれは尿中のタイチンを
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用いた筋萎縮評価に関する研究を行った。このように集
中治療領域の研究は救命や社会復帰を目指した取り組み
が多く，非医療従事者にも広く支援して頂ける可能性が
ある。

クラウドファンディングでは寄付に対するお礼が存在
するが，アンケートではお礼が魅力的と感じて寄付した
方は５％であった。実際に筋萎縮ゼロプロジェクトでも
お礼は活動報告や名前記載などが大半を占めた：お礼
メール（８人），お礼動画（１２人），活動報告（２４人），
活動報告への名前記載（２３人），集中治療カフェ（１８人），
スポンサー（６人），返礼なし（３人）。このようにお礼
内容充実よりもまずはプロジェクトの内容が重要である
と考えられる。

またプロジェクトの宣伝に筋萎縮ゼロプロジェクトで
は主に Facebook を利用して２ヵ月で３０回の活動報告を
投稿した。アンケートでも Facebook を通してプロジェ
クトを知った方が４１％と多かった。本邦では１６‐６９歳の
７０％が SNS（Social Networking Services）を利用して
おり，特に Facebook は他の SNS と比較して利用者の
年齢層が高い６）。アンケート調査でも寄付者は３０代以上
がほとんどであり，Facebook を通して寄付層への宣伝
を効果的に行うことができる。Mollick らは Facebook
での友達数が多いと成功率が高くなる（オッズ比２．４８，
p＜０．０１）と報告しており７），Facebook の効果的な利用
が成功への重要な因子となり得る。

またクラウドファンディングの付随的な効果として広
報がある。筋萎縮ゼロプロジェクトでも新聞などに掲載
されることで ICU 獲得筋力低下や集中治療後症候群な
どの認知に繋がり，非医療従事者の集中治療への理解も
深まったと考えている。筋萎縮ゼロプロジェクトではク
ラウドファンディング終了後に尿中タイチンによる筋萎
縮評価や低周波治療器を用いた筋萎縮予防に関する報告
も既に行っている８，９）。このような研究結果への関心や
理解も深まり，研究結果をより臨床に貢献できる可能性
がある。集中治療領域においてクラウドファンディング
を活用することにより円滑な研究のみでなく，社会全体
で重症患者さんの社会復帰を目指すきっかけになること
を期待したい。

結 語

筋萎縮ゼロプロジェクトの経験とアンケートから集中
治療領域におけるクラウドファンディング活用が可能で
あると考えられる。また研究費確保のみならず集中治療
領域への理解も期待される。
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表１ アンケート結果

項 目 回答件数（件） 割合（％）
年齢

１０代 ７ １％
２０代 ７５ ７％
３０代 １８５ １６％
４０代 ３３４ ２９％
５０代 ３３１ ２９％
６０代 １６４ １４％
７０代以上 ５３ ５％

性別
男性 ７１２ ６３％
女性 ４２５ ３７％

支援の理由
研究内容や取り組みに共感を覚えた ７２６ ５０％
知り合いのプロジェクトだった ４８６ ３４％
お礼が魅力的だった ７７ ５％
その他 １５０ １０％

支援したプロジェクト
地域貢献型プロジェクト ７２８ ４７％
研究型プロジェクト ４７３ ３１％
教育型プロジェクト ３０６ ２０％
その他 ３６ ２％

知ったきっかけ
SNS（Facebook） ３７９ ４１％
SNS（Twitter） ９７ １０％
インターネット ３０５ ３３％
雑誌・新聞 １２０ １３％
メール ２１ ２％
ラジオ ７ １％
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Utilization of crowdfunding in the intensive care field : Muscle atrophy zero project and
a questionnaire survey

Nobuto Nakanishi１）, Shizuyo Koide２）, Dai Hashizume２）, and Jun Oto１）

１）Emergency and Critical Care Medicine, Tokushima University Hospital, Tokushima, Japan
２）Organization for People with Universities, Tokushima, Japan

SUMMARY

In recent years, it is not easy to secure research funding, and this is a serious problem
especially for young researchers. Therefore, we conducted a crowdfunding called Muscle Atrophy
Zero Project and received research funding of２．５million yen in２months. Muscle Atrophy Zero
Project aims to do a research about causes, diagnoses, and preventions of muscle atrophy in
critically ill patients. In a questionnaire survey conducted by the crowdfunding organization（for
all projects）,５％ donated due to the attractive return gifts, and about half due to research or project
content. We considered Muscle Atrophy Zero Project obtained the understanding for its contribu-
tion to the society. Through crowdfunding, we will deepen the understanding in the intensive care
field as well as ensuring research funding.

Key words : intensive care medicine, crowdfunding, questionnaire
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